








浜松地域の経済動向 四半期のまとめと見通し

晴 れ
DI：20.0～
29.9

薄 曇
DI：0.0～
9.9

曇 り
DI：-0.1～
-9.9

晴れ時々曇り
DI：10.0～
19.9

土砂降り
DI：-30.0
以下

雨
DI：-10.0～
-29.9

快 晴
DI：30.0
以上

天気予報図の見方 DI：景気動向指数

好調低調

※意見の多かったものを抜粋して掲載しています。
調査で聞き取ったコメント

中小企業景気動向調査
結果報告

2021年5月発行

2021.
月～  月期1 3

静岡県西部地域の中小企業の業況判断指数は、数値的には3四半期連続で回復。
ただし、飲食・宿泊・レジャー等低迷が続く業種も多く、景況感は二極化している。

自動車部品は回復も、
飲食等は厳しく二極化
※業況判断指数……景況判断の基準としてDI（Diffusion Index）による分析で、各質問項目のプラス傾向割合から

マイナス傾向割合を差し引いた数値のこと

「2021年1月～3月期中小企業景気動向調査」より

全　体

調査数

全　体

二輪車部品製造

自動車部品製造

機械部品製造

楽器部品製造

繊維製造

卸売業

小売業

建設業

不動産業

 飲食・宿泊・
レジャー等

628

44

77

60

21

23

75

61

68

45

19

258

18

17

35

13

19

30

24

9

31

業　況
前　期 今　期 見通し

調査数
業　況

前　期 今　期 見通し

うち小規模事業者

浜松市内の中小企業を対象に、業況判断・売上高・経常利益等の
DI 値を、四半期毎に産業別・地域別等に算出する景気動向調査です。
経営者へのヒアリングをベースに算出しています。

●親会社が増産体制になったことで、当社への受注も増
加している。（自動車部品製造）

●店舗の休業や外出自粛による販売減に加え、展示会の
中止で新たな受注の機会も失われている。（繊維製造）

●新車販売では、各メーカーの在庫が少なく、発注から納
車まで半年近くかかる車種もある。（自動車販売）

●首都圏の緊急事態宣言により、消費者の自粛ムードが再熱
し、１月以降の客足が減少した。（飲食）
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浜松地域の経済動向 四半期のまとめと見通し

晴 れ
DI：20.0～
29.9

薄 曇
DI：0.0～
9.9

曇 り
DI：-0.1～
-9.9

晴れ時々曇り
DI：10.0～
19.9

土砂降り
DI：-30.0
以下

雨
DI：-10.0～
-29.9

快 晴
DI：30.0
以上

天気予報図の見方 DI：景気動向指数

好調低調

※意見の多かったものを抜粋して掲載しています。
調査で聞き取ったコメント

中小企業景気動向調査
結果報告

2021年8月発行

2021.
月～  月期4 6

静岡県西部地域の中小企業の業況判断指数は、数値的には４四半期連続で回復。
ただし、飲食・宿泊・レジャー等は依然厳しく、輸送用機器関連業種も、
半導体不足の悪影響が出てきている。

業況はコロナ前の水準に近づくも、
先行きに不透明感あり

※業況判断指数……景況判断の基準としてDI（Diffusion Index）による分析で、各質問項目のプラス傾向割合から
マイナス傾向割合を差し引いた数値のこと

「2021年4月～6月期中小企業景気動向調査」より

全　体

調査数

全　体

二輪車部品製造

自動車部品製造

機械部品製造

楽器部品製造

繊維製造

卸売業

小売業

建設業

不動産業

 飲食・宿泊・
レジャー等

628

47

74

57

19

24

77

61

69

44

22

262

22

19

33

12

21

32

27

9

29

業　況
前　期 今　期 見通し

調査数
業　況

前　期 今　期 見通し

うち小規模事業者

浜松市内の中小企業を対象に、業況判断・売上高・経常利益等の
DI 値を、四半期毎に産業別・地域別等に算出する景気動向調査です。
経営者へのヒアリングをベースに算出しています。

●主要取引先での生産増加（二輪車・船外機）となってい
る。（二輪車部品製造）

●半導体不足の影響による生産調整が予定されており、
　6～8月は減収減益の見通し。（自動車部品製造）
●木材の仕入難、国内木材価格の高騰の影響が出てきて
いる。（製材）

●ワクチン接種が進み、人出が戻れば、事業継続にも期
待が持てる。（飲食）
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浜松地域の経済動向 四半期のまとめと見通し

晴 れ
DI：20.0～
29.9

薄 曇
DI：0.0～
9.9

曇 り
DI：-0.1～
-9.9

晴れ時々曇り
DI：10.0～
19.9

土砂降り
DI：-30.0
以下

雨
DI：-10.0～
-29.9

快 晴
DI：30.0
以上

天気予報図の見方 DI：景気動向指数

好調低調

※意見の多かったものを抜粋して掲載しています。
調査で聞き取ったコメント

中小企業景気動向調査
結果報告

2021年11月発行

2021.
月～  月期7 9

４四半期連続で回復基調だった静岡県西部地域中小企業の業況判断指数は、
ここで悪化に転じた。緊急事態宣言と半導体不足、
東南アジアのサプライチェーンの乱れが悪化要因となった。

緊急事態宣言と部品供給不足が
回復基調に水を差す

※業況判断指数……景況判断の基準としてDI（Diffusion Index）による分析で、各質問項目のプラス傾向割合から
マイナス傾向割合を差し引いた数値のこと

「2021年7月～9月期中小企業景気動向調査」より

全　体

調査数

全　体

二輪車部品製造

自動車部品製造

機械部品製造

楽器部品製造

繊維製造

卸売業

小売業

建設業

不動産業

 飲食・宿泊・
レジャー等

626

49

75

57

22

23

76

60

69

44

30

252

20

19

32

14

20

28

24

10

29

業　況
前　期 今　期 見通し

調査数
業　況

前　期 今　期 見通し

うち小規模事業者

浜松市内の中小企業を対象に、業況判断・売上高・経常利益等の
DI 値を、四半期毎に産業別・地域別等に算出する景気動向調査です。
経営者へのヒアリングをベースに算出しています。

●半導体不足の影響により、売上が減少している。
（自動車部品製造）
●Zoomを利用した商談やWeb申込システムを充実さ
せ、効率化・IT化を図っている。（卸売業）

●ウッドショックの影響で、工期の延長をせざるを得なく
なった。（建設業）

●緊急事態宣言によってキャンセルも出ているが、昨年の
宣言時より客は多い。（レジャー）
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浜松地域の経済動向 四半期のまとめと見通し

晴 れ
DI：20.0～
29.9

薄 曇
DI：0.0～
9.9

曇 り
DI：-0.1～
-9.9

晴れ時々曇り
DI：10.0～
19.9

土砂降り
DI：-30.0
以下

雨
DI：-10.0～
-29.9

快 晴
DI：30.0
以上

天気予報図の見方 DI：景気動向指数

好調低調

※意見の多かったものを抜粋して掲載しています。
調査で聞き取ったコメント

中小企業景気動向調査
結果報告

2022年2月発行

2021.
月～   月期10 12

静岡県西部地域の中小企業の業況判断指数は、
数値上は２四半期振りに改善したが、原材料価格が上昇しており、
小規模事業者は依然厳しい状況が続いている。

緊急事態宣言解除されるも、
小規模事業者は引き続き厳しい業況

※業況判断指数……景況判断の基準としてDI（Diffusion Index）による分析で、各質問項目のプラス傾向割合から
マイナス傾向割合を差し引いた数値のこと

「2021年10月～12月期中小企業景気動向調査」より

全　体

調査数

全　体

二輪車部品製造

自動車部品製造

機械部品製造

楽器部品製造

繊維製造

卸売業

小売業

建設業

不動産業

 飲食・宿泊・
レジャー等

626

47

76

56

21

23

75

60

69

45

22

255

19

20

31

13

20

29

26

10

31

業　況
前　期 今　期 見通し

調査数
業　況

前　期 今　期 見通し

うち小規模事業者

浜松市内の中小企業を対象に、業況判断・売上高・経常利益等の
DI 値を、四半期毎に産業別・地域別等に算出する景気動向調査です。
経営者へのヒアリングをベースに算出しています。

●現状、受注量が確保できており、特に海外向けのバイク
部品の量が増加している。（二輪車部品製造）

●原材料・仕入価格の上昇により、利益が圧迫されてい
る。（機械部品製造）

●仕入コストの増加分を価格に転嫁できず、収益が圧迫
されている状況である。（建設資材卸）

●巣ごもり需要も一巡し、来店客数はピーク時よりは減少
している。（生鮮食品小売）
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